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乳飽M出は普通生後6カ月頃から始ま り，生後約2年6カ月で終るものである。 そのM出状態は容
易lζ観察され得るので，身体硬組織の発育状態を知る一指標として古くから注目され， その薦出j順序
等については精しく観察され，文僅かに非対称性であって， 多くは左傾的であるが変異性が大きく，
性差はないとされているり。
我々は乳児健康診断に際し乳歯蔵出状況を綬察していたととろ，左右不斉蔚出が可成りあるのに気
付き，あらためて観察したので， その結果を検討した。
方 法
乳歯M出状況は，乳児を観察する時期により異なるのは当然である。我々は観察乳児の歯芽発生状
況について， 左右不斉のものについて特に注目した。左右不斉の判定は唯乳歯数のみにより，その大
きさ等については全く問題としなかった。即ちー側の乳歯はその歯冠部を完全露出しているに拘ら
ず，それに対応する他側乳歯は歯冠尖頭の期出を全く認めない時不斉とした。
調査対象は生後1カ月より2カ年に及ぶ乳幼児約3，000名の内，乳歯M出を認めた2，186名である。
結果並ひ・に考察
我々は2，186名の乳歯溺出乳児の内，504名23.1形に乳歯の左右不斉期出を認めた。その件数につい
て見ると559件となる。
乙れを性別に分けて見ると，男子お9件で1，142名中の26.29ぢlζ，女子ではお0件で1，044名中の24.9
%IC不斉期出が見られた。ζの結果からわかる如く，乳歯不斉M出頻度iζは性差は認められない。
不斉E青白歯が上顎歯tζ見られるか，下顎歯Iζ存するかを見ると，上顎歯lζ由来する例が247件で44.
29彰，下顎歯lζ属するものが312件で55.8必の比率となり，精々下顎歯iζ多いようである(有意差危険
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率15ぢ)。あとで述べるが，下顎歯のうち切歯に不斉高官出が著しい。
次に左右iζ区分して見ると，左優位に基づくもの345件に対し，右優位のもの214件を示し，その割
合は61.796と38.396となり，明らかに左優位に基づくものが多い(有意差危険率0.55的。
以上の乳歯不斉蔚出を性別，左右別，上下顎別に分類して優位性を見ると下表の如くなる。即ち性
の如.何を問わず，左優位のものが圧倒的に多く，上顎歯においても，下顎歯においても左優位のもの
が明らかに多い。唯女子下顎歯においては，有意であるとは言い難い。
乳歯左右不斉筋出についての優位性 (件数コ
性|男子|女 ι 子
優先 I . . I
ノ3 2.1 
左 190 
右 109 
87 78 
42 ω 
103 77 
67 65 
計 お9 260 
右 I:友
次lζ各乳歯について，不斉蔚出の頻度を見ると上図の如くで，上顎留にあっては左優位が著明であ
る。その有意差危険率は0.55杉-1.05ちである。下顎歯にあっては側切歯のみ0.5%水準で左優位を示
す他は差を認めない。
中切樹について見ると，下顎歯にあっては，その不斉蘭出が右優位に基づくものと左優位に基づく
ものが全く同数例発見されている。 乙れは最も早く蔚出する乳歯についての向野の研究結果.，と同様
で，彼は左優位11.07%，右優位12.995ぢと報告している。上顎歯について見ると前述した如く左不斉
頻度571ζ対し右27で， 0.596危険率で有意差を以て左優位が多い結果を我々は得ている。 とれに反し
向野は右優先0.295払左は0.08%と右優位の多いととを報じて居り，我々の研究結果とは一致しな
い。併し乍ら向野の研究においても2歯， 3歯が同時にM出して来た場合も含めて不斉藤出を検討す
ると，左優位は5.3796となり，右優位は3.269杉となり我々の研究結果と一致してくる。
側切歯並びに他の乳歯については，上下顎についての比較検討報告はあるが，左右不斉についての
研究が見当らないので，我々の研究結果と比較検討する資料がない。
乳歯扇出の機序については種々の説があって未だ定説はなく，不明の点を多く残しているようであ
るが，我々の研究結果に基づいて考察を加える時，やがては左右相称となる乳歯列も，その耳目出の時
期iζは不斉が可成り認められ，不斉は右或は左の早期蔚出に基づくのであるが，それが全体としては
左優先に基づくものが多く，上顎歯にあっては何れの乳歯においても著明である。然るに下顎歯にあ
っては仮1切歯のみ著明な左優勢を示し，中切歯は勿論他の歯芽耳目出i乙何れの側の優勢も認めない ζと
は，上下顎歯聞に乳歯M出条件について全く同ーと言い得ない何らかの生理的差異の存在を疑わしめ
るものである。
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切歯M出について考える時，我々は一つの仮説を立てて説明を試みようとする。即ち我々の持つ対
組織は，それが充分準備された上で順当な速度で発育する時は，左右相称、に発育蔵出して来るが，発
育の著しい時期，或は刺激によって発育が促進される時には間々左右不斉発育を起し易い。それは環
境条件tとより右或は左に優先されるのであるが，本質的には左優先の性質を内臓する，という ζとで
ある。
山本，飯尾等めの手根骨発育についての研究結果においても， 6才以下の乳幼児において， 左右
不斉発育を示すものを約219仰ζ認め，同一年令において不斉発育頻度の高い方の性に，左優勢者が多
いととを報じている。
下顎中切歯は普通最も早く所出する歯芽で，向野の研究によれば99%迄が単独に又は上顎中切歯と
共tζ薦出すると述べている。下顎中切歯のm出により，直接に上顎中切歯の耳目白が刺滋されると共1<:，
乳児が物を噛む機会が急増し，側切歯のM出をも促す結果となり，下顎中切歯に見られなかった左右
差が，~震後期出の上顎中切歯並びlζ側切歯tζ見られる原因となるのであろうと考える。
おわりに
我々は乳幼児健康診断において乳歯蔚出状況を検したととろ， 2，186名のうち504名 (23.196)に乳
歯の左右不斉苅出を認めた。不斉斑出者の頻度に性差はないが，上顎歯におけるより下顎歯iζ梢々多
い傾向を認め，不斉の原因が左右何れの優先璃出i乙蓋づくかを検した所，0.596水準で左優位が有意
的に多い乙とを知った。
各乳歯について見ると，下顎中切歯では不斉Iζ左右の有意差はなく，下顎側切歯並びにすべての上
顎歯では，有意的iζ左優位に基づく不斉M出が多かった。
以上のととは，発育の著しい時期には， 将来左右相称となる対器官，対組織も，発育の極く初期に
は左優位の性質を内臓する ものであろうと考えられる。
本論文の要旨は昭和36年11月日本小児保健学会(広島) および昭和37年4月日本小児科学会総会(徳島〉に
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Summary 
Among 2，186 infants at the Well Baby Clinics， 504 cases (23.1%) showed asym-
metry in the side of deciduous teeth eruption. Though there was no sexual difference 
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in this phenomenon， teeth in the left side erupted significantly earlier than those 
in the right， except fOT the lower central incisors. Tbis iact suggests that the left 
side dominance of somatic growth and development is still present in infancy， thus 
resulting to the asymmetry in the side of deciduous teeth eruption. 
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